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1.実施背景・目的 

 自尊心には，顕在的自尊心と潜在的自尊心の２種類あると考えられており，Jordan らは顕

在的自尊心を"意識的な報告や回答から得られる自尊心"，潜在的自尊心を"無自覚な回

答から得られる自尊心"と定義した [1]．精神疾患の一種である抑うつが自尊心と関連がある

ことが明らかになっており [2]，自尊心がうつ病に影響を与えると示唆されている [3]．それら

の社会への影響から，自尊心の評価を迅速かつ適切に行う手法の重要性が増していると

考えられる．自尊心の評価に際しては，顕在的自尊心はローゼンバーグ自尊感情尺度

(RSES) [4] などによって測られ，潜在的自尊心は潜在的態度を測る潜在関連テスト (IAT)[5] 

を用いる方法などが提案されてきた [6]．RSES はペーパーテストとして開発されたが，他の

質問紙や課題とともに用いられることが多く，質問紙への回答などの他にパソコン操作を依

頼するのは被験者への負担を増幅させると考えられ [7], IAT のようなコンピューターテスト

では一斉に実施することが難しいなどのデメリットがある．紙鉛筆版も開発されたが [8]，反

応時間が計測できないなど精度の問題が指摘されている [9]．このように，現在使用されて

いる自尊心の評価方法には，各々問題点が存在する． 

 そこで本活動では，自尊心を測定できる iOS・Android アプリケーションの開発を行う．自

尊心を測定する質問紙・テストをアプリケーション化することによって, 上記の問題点を克服

し, また, より簡易的かつ短時間での実施を可能にできないかの検討を行った． 

 

2. 開発 

 ローゼンバーグ自尊感情尺度 (RSES) と潜在関連テスト (IAT) のアプリ版を開発した. 質

問紙である RSES については, 紙版を元に作った. iOS アプリケーションには, swift を使い, 

Android アプリケーションでは, Java で開発した. 回答方法としては, RSES では 4 つの選択

肢のボタンを押して回答し, IAT は左右の選択用ボタンを押すように設計した.  

 実機テストについては, iOS タブレット端末 (iPad pro, 10.5 inch) および Android スマート

フォン端末 (OPPO15, 6.2 inch) を使用して行った.  

 

3. 成果 

 画面の様子を下図に示す.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. iOS 端末の実機テストの様子(RSES)       図 2. Android 端末の実機テストの様子(IAT) 



 今回の活動においては, 自尊心を測定するテスト 2 種のアプリケーション化を行った.  

 

4. 今後の展望 

 今回は筆者一人が実機テストを行い体験したが, 今後の展望としては,筆者以外の多くの

人に実施してもらうことで, 本アプリケーションが実際に時間短縮につながっているのか, 簡

便になっているのかを明らかにしていきたい.  
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